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本号の主な内容
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政府の健康保険証廃止方針をクイズで
わかりやすく解説！

え
す
れ
ば
解
決
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、協
会
・
保
団
連

で
は
、健
康
保
険
証
廃
止
撤
回
に
向

け
て
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。ク

イ
ズ
チ
ラ
シ
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に

反
響
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。先

生
方
と
患
者
さ
ん
を「
保
険
証
1
枚

で
安
心
し
て
よ
り
良
い
医
療
を
」の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
と
し

て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

は
が
き
を
協
会
に
ご
返
送
く
だ
さ
い

　

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
は
、会
員
の
先
生

方
、ス
タ
ッ
フ
、患
者
さ
ん
な
ど
、ど

な
た
で
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

窓
口
に
置
い
て
い
た
だ
く
な
ど
、患

者
さ
ん
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
く

だ
さ
い
。

　

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、ポ
ス
ト
へ
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。ご
応
募
は
お
一

人
様
1
通
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。当
選
の
発
表
は
、景
品
の
発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

政
府
は
、2
0
2
4
年
12
月
2
日

か
ら
現
行
の
健
康
保
険
証
の
新
規

発
行
を
停
止
し
、原
則
廃
止
す
る
こ

と
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。医
療
現

場
で
は
、マ
イ
ナ
保
険
証
で
他
人
の

情
報
が
紐
づ
け
ら
れ
て
い
た
、誤
っ

た
窓
口
負
担
が
表
示
さ
れ
る
な
ど

ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぎ
、医
療
機
関
・

患
者
さ
ん
に
無
用
の
混
乱
が
も
た

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
率
で
は
、2
0
2
3
年
の
4

月
の
6
・
29
％
か
ら
8
ヵ
月
連
続
で

低
下
し
、12
月
は
4
・
29
％
ま
で
下

が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、現
行
の
健
康
保
険
証
を
廃

止
し
、「
資
格
確
認
書
」「
資
格
申
立

書
」「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」な
ど

の
対
応
策
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

が
、こ
れ
ら
は
新
た
な
負
担
を
持
ち

込
み
、混
乱
を
拡
大
さ
せ
る
も
の
で

し
か
な
く
、健
康
保
険
証
を
残
し
さ

時
に
は
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
ち
出

す
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
と
話

し
ま
す
。

　

ま
た
保
険
証
の
廃
止
で
特
に
高

齢
者
が
保
険
診
療
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
お
そ
れ
も
生
じ
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
と
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
に
は
、

5
年
毎
に
更
新
手
続
き
が
必
要
で

す
。健
康
問
題
で
自
ら
手
続
き
が

で
き
な
い
方
な
ど
は
、マ
イ
ナ
保

険
証
を
持
て
な
く
な
り
ま
す
。

　

荻
原
氏
は
、「
日
本
は
保
険
で
高

度
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。国
民
皆
保
険
制
度
を
崩
壊
さ

せ
て
し
ま
う
保
険
証
廃
止
は
絶
対

に
認
め
て
は
い
け
な
い
」と
強
調

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、た
く
さ
ん
の

質
疑
が
出
さ
れ
、保
険
証
の
廃
止

に
つ
い
て
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
し
た
。医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
の

負
担
を
医
療
機
関
に
押
し
付
け
、

中
山
間
地
域
の
医
療
機
関
は
経
営

が
成
り
立
た
な
く
な
る
、個
人
情

報
の
流
出
が
益
々
進
み
個
人
の
安

全
が
損
な
わ
れ
る
、税
金
、社
会
保

険
料
な
ど
の
負
担
増
か
ら
将
来
の

生
活
不
安
を
訴
え
る
切
実
な
声
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
月
4
日（
日
）、荻
原
博
子
氏

（
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）を
講
師

に「『
保
険
証
』の
廃
止
で
、日
本
の

医
療
が
崩
壊
す
る
！
」と
題
し
て
、

市
民
公
開
講
演
会
を
開
催
。当
日

は
会
場
・
リ
モ
ー
ト
参
加
含
め
90

名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
で
長
谷
憲
理
事
長

は
、諸
外
国
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
憲
法
違
反
や
廃
止
の
動
き

に
触
れ
る
と
と
も
に
、健
康
保
険

証
の
存
続
に
向
け
て
取
り
組
み
を

強
め
て
い
き
た
い
と
挨
拶
し
ま
し

た
。

　

荻
原
氏
は
、経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
と
と
も

に
、保
険
証
廃
止
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
政
策
の
問
題
に
つ
い
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
講
演
活
動
な

ど
様
々
な
形
で
発
信
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
問
題
点
と
し

て
、ま
ず
利
便
性
に
つ
い
て
指
摘

し
ま
し
た
。医
療
機
関
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
た
め
の
顔
認

証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
顔
認

証
の
精
度
が
高
く
な
い
こ
と
や
、

診
療
の
度
に
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持

参
し
な
い
と
い
け
な
く
な
る
、患

者
の
服
薬
情
報
を
閲
覧
で
き
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
、災
害
避
難

　

広
島
県
保
険
医
協
会
は
、保

険
医
の
経
営
、生
活
と
権
利
を

守
る
と
と
も
に
、国
民
医
療
の

向
上
を
求
め
て
活
動
し
て
い

る
、県
内
の
医
師
・
歯
科
医
師
の

自
主
的
団
体
で
す
。現
在
、県
内

約
1
7
0
0
名
の
開
業
医
・
勤

務
医
を
擁
し
、全
国
の
保
険
医

協
会
・
保
険
医
会
、全
国
保
険
医

団
体
連
合
会（
保
団
連
）と
協
力

し
な
が
ら
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
取
り
組
み
】

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
原
則
義
務
化
、レ
セ
プ
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
、サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
義

務
化
と
健
康
保
険
証
廃
止
な

ど
、強
引
な
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
に

よ
っ
て
、医
療
機
関
で
は
事
務
や

経
費
の
負
担
が
増
し
て
い
ま
す
。

保
険
医
協
会
で
は
、医
療
機
関
と

患
者
が
受
け
る
医
療
の
充
実
に
貢

献
す
る
制
度
と
な
る
よ
う
、実
態

調
査
や
迅
速
な
情
報
収
集
と
発

信
、相
談
対
応
、負
担
軽
減
策
へ
の

す
。保
険
医
協
会
で
は
、保
険
請

求
・
審
査
減
点
事
例
の
相
談
に
分

か
り
や
す
く
丁
寧
に
対
応
し
ま

す
。ま
た
2
年
に
一
度
の
診
療
報

酬
改
定
時
に
は
、独
自
の
テ
キ
ス

ト
を
も
と
に
新
点
数
検
討
会
を
開

催
し
、改
定
の
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び

調
査
や
個
別
指
導
は
、保
険
医
の

大
き
な
心
配
事
で
す
。保
険
医
協

会
で
は
、会
員
の
立
場
で
の
相
談

対
応
、ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
研

修
会
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。歯
科
で
は
施
設
基
準
要
件
に

該
当
す
る
研
修
会
も
開
催
し
好
評

要
求
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

【
複
雑
な
保
険
請
求
を
分
か
り
や

す
く
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
】

　

年
々
複
雑
化
す
る
診
療
報
酬
や

特
例
的
な
点
数
設
定
な
ど
が
日
常

の
請
求
事
務
を
煩
雑
に
し
て
い
ま

算
定
上
の
解
釈
を
解
説
す
る
と
と

も
に
、留
意
点
や
課
題
を
素
早
く

し
っ
か
り
と
理
解
で
き
る
よ
う
情

報
発
信
し
て
い
ま
す
。

【
頼
り
に
な
る
適
時
調
査
、指
導
対

策
】

　

返
還
金
の
可
能
性
も
あ
る
適
時

を
得
て
い
ま
す
。

【
日
常
診
療
、経
営
に
役
立
つ
多
彩

な
研
究
会
・
セ
ミ
ナ
ー
】

　

医
療
の
向
上
、充
実
に
役
立
つ

研
究
会
や
ス
タ
ッ
フ
向
け
セ
ミ

ナ
ー
、経
営
税
務
、雇
用
管
理
対
策

の
研
修
会
な
ど
多
彩
な
研
究
会
を

リ
モ
ー
ト
、動
画
配
信
な
ど
で

も
開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
全

国
の
保
険
医
協
会
が
開
催
す
る

セ
ミ
ナ
ー
の
オ
ン
ラ
イ
ン
聴
講

な
ど
、利
用
の
幅
も
魅
力
も
倍

増
し
て
い
ま
す
。

【
保
険
医
の
く
ら
し
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
安
心
な
共
済
制
度
】

　

日
本
有
数
の
私
的
年
金
と
い

う
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
誇
る

保
険
医
年
金
、ケ
ガ
や
病
気
の

備
え
に
安
心
の
保
険
医
休
業
保

障
共
済
保
険
、経
費
削
減
に
役

立
つ
団
体
定
期
保
険（
保
険
医

厚
生
会
グ
ル
ー
プ
保
険
）を
揃

え
て
い
ま
す
。ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

に
合
わ
せ
て
ご
利
用
い
た
だ
け

る
安
心
な
共
済
制
度
を
、ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

枠内は講師の荻原氏

2面

3面
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4面
5面

主張「2024年度診療報酬改定－中小病院・診療所を窮地に追い込むマ
イナス改定を早急に見直し、大幅引き上げへ」／2・15国会行動、「保険
証残せ！」国会内集会／2024年度第1回保団連中国ブロック会議
会員訪問／医科・子どものメンタルヘルスに関するオンラインセミナー／
医科・審査対策研修会
2024年診療報酬・介護報酬改定／2024年度指導監査等の実施方針
保団連中国ブロック協議会国税局懇談／広島市こども医療費補助制度
の拡充に向けて広島市・広島市議会に要請
承継とＭ＆Ａに関する保険医厚生会オンラインセミナー／上脇博之神戸
学院大教授の学習会
原発よりも命の海を／雇用問題等Ｑ＆Ａ7面

医
師・歯
科
医
師
の
立
場
で
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

広
島
県
保
険
医
協
会
に
、ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い

クイズチラシは本号に同封クイズチラシは本号に同封
しています！しています！
応募の締め切りは6月30日応募の締め切りは6月30日

国民皆保険制度を守るために国民皆保険制度を守るために
保険証の存続を保険証の存続を
市民公開講演会開催市民公開講演会開催
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診
療
報
酬
改
定
対
策
、税
務
調

査
対
策
な
ど
24
年
度
の
ブ
ロ
ッ

ク
の
活
動
計
画
を
決
定

2
0
2
4
年
度
第
1
回
保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
開
催

　

保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

は
2
月
23
日（
金
・
祝
）、2
0
2
4

年
度
第
1
回
保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
を
行
っ
た
深
井
修
一

保
団
連
理
事
は「
広
島
協
会
の
黒

木
秀
尚
先
生
が
保
団
連
理
事
に
就

任
さ
れ
、中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
保
団
連

理
事
が
私
と
黒
木
先
生
の
2
名
と

な
っ
た
。黒
木
先
生
と
は
同
じ
年
齢

で
あ
り
共
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
政
策
講
演「
2
0
2
4
年

度
診
療
報
酬
改
定
の
特
徴
と
課
題

に
つ
い
て
」が
あ
り
ま
し
た
。講
師

の
松
山
洋
氏（
全
国
保
険
医
団
体

連
合
会
・
政
策
部
担
当
事
務
局
主

査
）は
、24
年
度
診
療
報
酬
改
定
は

①
社
会
保
障
費
の
抑
制
・
圧
縮
あ

り
き
の
ネ
ッ
ト
マ
イ
ナ
ス
、②
コ
ロ

ナ
危
機
か
ら
の
医
療
再
建
な
ど
多

く
の
課
題
を
抱
え
る
中
で
使
え
る

財
源
は
僅
か
＋
0
・
18
％
と
医
療

の
質
の
維
持
・
向
上
に
背
を
向
け
た

も
の
、③
事
実
上
、本
体
改
定
率
の

財
源
は
診
療
所
の
報
酬
削
減
で
切

り
出
さ
れ
て
い
る（「
効
率
化
・
適
正

化
」（
▲
0
・
25
％
）は
診
療
所
、中
小

病
院
を
中
心
と
し
た
報
酬
削
減
）

と
指
摘
。主
に
医
科
の
改
定
内
容

を
解
説
し
ま
し
た
。ま
た
、宇
佐
美

宏
保
団
連
副
会
長
・
歯
科
代
表
が

話
題
提
供
。歯
科
診
療
報
酬
改
定

の
特
徴
点
や
医
療
Ｄ
Ｘ
の
問
題
点

な
ど
を
指
摘
し
、歯
科
医
療
費
の

総
枠
拡
大
を
訴
え
ま
し
た
。「
よ
り

良
い
医
療
の
た
め
診
療
報
酬
の
拡

充
を
強
く
求
め
る
」決
議（
項
目
は

別
掲
）を
採
択
し
、岸
田
文
雄
首
相

や
武
見
敬
三
厚
労
相
な
ど
に
送
付

し
ま
し
た
。

　

2
0
2
3
年
度
の
活
動
ま

と
め
と
決
算
報
告
、ま
た
、24

年
度
の
活
動
計
画
と
予
算

案
は
い
ず
れ
も
提
案
通
り
了

承
。24
年
度
は
診
療
報
酬
改

定
対
策（
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
等
）、税
務
調
査
対
策

（
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ

く
国
税
局
懇
談
）な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

閉
会
挨
拶
に
立
っ
た
黒
木

秀
尚
保
団
連
理
事
は「
政
治

が
良
く
な
ら
な
け
れ
ば
医
療

は
良
く
な
ら
な
い
。医
療
現

場
か
ら
政
治
を
良
く
す
る
活

動
に
尽
力
し
た
い
」と
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

決議 より良い医療のため診療報酬の拡充を強く求める（項目のみ）

1、基本診療料を中心に診療報酬を引き上げること
2、�長年にわたる医科歯科診療報酬の格差を是正し、歯科医療費の総
枠拡大を図ること
3、医療ＤＸは強硬に進めず、保険医療機関に対応を押し付けないこと
4、被保険者証は廃止しないこと
5、�長期収載品はこれまで通り保険給付の対象とし、保険外併用療養
費にしないこと
6、医療用医薬品の供給不足を早急に解消すること
7、低薬価政策、後発医薬品の過度な推進策を見直すこと

　

2
0
2
4
年
度
診
療
報
酬
改
定（
今
次
改
定
）

の
改
定
率
は
、本
体
部
分
を
0
・
88
％
引
き
上
げ

る
と
し
た
が
、薬
価
・
材
料
価
格
の
改
定
分（
▲

1
・
00
％
）を
含
め
る
と
、全
体
で
0
・
12
％
の
引

き
下
げ
と
な
る
。診
療
報
酬
全
体
の
マ
イ
ナ
ス
改

定
は
、2
0
1
4
年
度
の
消
費
税
増
税
対
応
の
プ

ラ
ス
分
を
除
き
6
回
連
続
と
な
っ
た
。

　

本
体
部
分
は
、①
生
活
習
慣
病
を
中
心
と
し
た

管
理
料
、処
方
箋
料
等
の
再
編
等
の
効
率
化
・
適

正
化
で
0
・
25
％
を
引
き
下
げ
、②
医
療
従
事
者

の
賃
上
げ
・
ベ
ア
対
応
で
0
・
89
％（
＋
0
・
61
、

＋
0
・
28
）を
引
き
上
げ
る
。こ
れ
ら
が
改
定
率
の

大
半
を
占
め
る
が
、医
療
関
係
職
種（
医
師
、歯
科

医
師
、薬
剤
師
、看
護
師
を
除
く
）の
月
給
与
平
均

は
、全
産
業
平
均
を
10
％
近
く
下
回
っ
て
お
り
改

善
に
は
程
遠
い
。ま
た
、③
入
院
時
の
食
費
基
準

額
の
引
き
上
げ（
＋
0
・
06
％
）は
患
者
負
担
増

（
原
則
1
食
30
円
、低
所
得
者
に
は
10
円
～
20
円
）

と
な
り
、④
残
り
の
わ
ず
か
＋
0
・
18
％
が
技
術

料
に
配
分
さ
れ
る
改
定
内
容
で
あ
る
。

　

2
月
14
日
、中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
は
武

見
敬
三
厚
労
相
に
今
次
改
定
の
答
申
を
行
い
、全

容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。医
科
で
は
2
0
0
床
未

満
の
病
院
、診
療
所
の
多
く
が
算
定
す
る
特
定
疾

患
療
養
管
理
料
及
び
特
定
疾
患
処
方
管
理
加
算

の
対
象
疾
患
か
ら
、糖
尿
病
、高
血
圧
、脂
質
異

常
症
が
除
外
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。3
疾
患

は
同
管
理
料
・
同
加
算
の
算
定
の
9
割
強
を
占
め

る
。こ
の
他
、生
活
習
慣
病
管
理
料
と
外
来
管
理

加
算
の
併
算
定
が
不
可
と
さ
れ
、ま
た
、特
定
疾

患
処
方
管
理
加
算
は
、
28
日
以
上
の
処
方
と
リ

フ
ィ
ル
処
方
箋
の
発
行
時
に
算
定
が
限
定
さ
れ

た
う
え
、点
数
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。厚
労
省
が

示
し
た
診
療
所
の
外
来
症
例
で
は
、改
定
後
の
請

求
点
数
が
下
が
っ
て
お
り
、中
小
病
院
、医
科
診

療
所
は
本
体
も
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
こ
と
が
強
く

危
惧
さ
れ
る
。

　

歯
科
で
は
外
来
環
が
廃
止
さ
れ
、歯
科
外
来
診

療
医
療
安
全
対
策
加
算
と
歯
科
外
来
診
療
感
染

対
策
加
算
に
分
離
・
整
理
。か
強
診
は
名
称
変
更

と
、口
腔
機
能
管
理
の
実
績
な
ど
が
施
設
基
準
要

件
に
追
加
さ
れ
る
。か
か
り
つ
け
歯
科
医
に
よ
る

口
腔
機
能
管
理
の
評
価
を
名
目
に
、歯
管
の
エ
ナ

メ
ル
質
初
期
う
蝕
管
理
加
算
が
廃
止
さ
れ
、エ
ナ

メ
ル
質
初
期
う
蝕
管
理
料
、根
面
う
蝕
管
理
料

（
い
ず
れ
も
新
設
点
数
）に
口
腔
管
理
体
制
強
化

加
算
が
新
設
さ
れ
る
。Ｆ
局
と
歯
清
が
別
途
算
定

可
と
さ
れ
る
が
改
定
後
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。ま

た
、Ｆ
Ｍ
Ｃ
や
前
装
Ｍ
Ｃ
な
ど
が
補
管
の
対
象
外

と
さ
れ
る
な
ど
、大
規
模
で
複
雑
化
す
る
見
直
し

と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

入
院
医
療
は
、急
性
期
一
般
入
院
料
1
の
施
設

基
準
の
厳
格
化（
平
均
在
院
日
数
の
基
準
を「
16

日
以
内
」に
短
縮
、重
症
度
、医
療
・
看
護
必
要
度

の
該
当
患
者
要
件
の
見
直
し
）、看
護
配
置
が
低

く
設
定
さ
れ
た
高
齢
者
の
救
急
患
者
に
対
応
す

る「
地
域
包
括
医
療
病
棟
」の
新
設
、地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
入
院
料
を
入
院
期
間
41
日
超
で
減
額
す

る
な
ど
、「
7
対
1
」病
床
の
削
減
と
早
期
退
院
を

強
化
す
る
狙
い
が
見
え
る
。

　

制
度
改
革
事
項
と
し
て
、「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
よ
る
医
療
情
報
の
有
効
活
用
等
」、「
長
期
収
載

品
の
保
険
給
付
の
在
り
方
の
見
直
し
」も
示
さ
れ

て
い
る
。前
者
は
ト
ラ
ブ
ル
が
常
態
化
し
利
用
が

伸
び
悩
む
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
、初
・
再
診

料
へ
の
加
算
新
設
で
急
速
な
普
及
を
促
進
す
る

構
え
だ
。後
者
は
後
発
医
薬
品
の
あ
る
先
発
医
薬

品（
長
期
収
載
医
薬
品
）を
使
用
し
た
場
合
に
、現

在
の
窓
口
負
担
と
は
別
に
選
定
療
養
の
仕
組
み

を
使
っ
て
後
発
医
薬
品
と
の
差
額
分
を
患
者
か

ら
徴
収
す
る
。実
質
、「
医
薬
品
の
保
険
外
し
」に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、国
民
皆
保
険
を
根
底
か

ら
揺
る
が
し
か
ね
な
い
。

　

今
次
改
定
の
内
容
は
、コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰

の
中
で
奮
闘
す
る
全
て
の
医
療
機
関
に
冷
や
水

を
浴
び
せ
る
だ
け
で
な
く
、重
大
医
療
事
故
発
生

の
危
険
性
が
大
き
い
マ
イ
ナ
保
険
証
普
及
の
責

任
を
医
療
現
場
に
押
し
付
け
、中
小
病
院
や
診
療

所
を
さ
ら
に
窮
地
に
追
い
込
む
も
の
で
絶
対
に

容
認
で
き
な
い
。6
月
実
施
を
待
た
ず
、「
診
療
報

酬
の
大
幅
引
き
上
げ
」を
実
現
さ
せ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

主　張

2
0
2
4
年
度
診
療
報
酬
改
定

－

中
小
病
院
・

診
療
所
を
窮
地
に
追
い
込
む
マ
イ
ナ
ス
改
定

を
早
急
に
見
直
し
、大
幅
引
き
上
げ
へ
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協
会
は
2
月
17
日（
土
）、「
保
険

審
査
の
現
状
と
対
策
～
保
険
請
求

の
四
方
山
話
～
」を
テ
ー
マ
に
、医

科
審
査
対
策
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。講
師
の
御
江
慎
一
郎
先
生

（
山
口
県
保
険
医
協
会
理
事
・
研
究

部
長
／
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

社
保
・
審
査
対
策
部
員
）は
、審
査
の

仕
組
み
や
Ａ
Ｉ
審
査
の
現
況
な
ど

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、実
際
の
査
定
事
例
の
検

討
や「
再
審
査
請
求
は
行
っ
た
方
が

良
い
の
？
」な
ど
日
々
の
保
険
請
求

の
疑
問
に
も
答
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。講
演
の
概
要
は
次
の
通
り
で

す
。・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

①
審
査
の
概
要
、実
施
状
況

　

保
険
診
療
は
健
康
保
険
法
等
に

基
づ
き
行
わ
れ
る
。被
保
険
者（
患

者
）は
被
保
険
者
証
を
提
示
す
る
こ

と
で
医
療
を
受
け
ら
れ
る
。診
療
行

為
の
費
用
に
つ
い
て
、保
険
医
療
機

関
は
患
者
の
一
部
負
担
金
を
控
除

し
た
費
用
を
保
険
者
に
請
求
す
る
。

請
求
は
レ
セ
プ
ト
を
審
査
支
払
機

関（
基
金
・
国
保
）に
提
出
す
る
こ
と

に
よ
り
行
わ
れ
、審
査
を
経
て
審
査

支
払
機
関
を
通
じ
て
保
険
医
療
機

関
に
支
払
わ
れ
る
。

　

Ａ
Ｉ
審
査
は
レ
セ
プ
ト
の
取
り

③
疑
義
が
生
じ
る
事
例
の
検
討

　

10
件
の
査
定
事
例（
医
学
管
理

等
1
、在
宅
医
療
2
、検
査
3
、投

薬
3
、保
険
医
療
材
料
料
1
）を
紹

介
・
検
討
。審
査
支
払
機
関
は「
審
査

録
」を
作
成
し
、医
療
機
関
ご
と
の

保
険
請
求
の
傾
向（
算
定
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
、誤
算
定
が
多
い

極
的
に
再
審
査
請
求
を
し
て
ほ
し

い
。そ
の
際
に
は「
必
要
性
」を
付
記

す
る
こ
と
が
大
事
。「
患
者
の
希
望
」

「
サ
マ
リ
ー
添
付
の
み
」な
ど
の
事

由
は
相
応
し
く
な
い
。

⑤「
保
険
診
療
の
手
引
」の
活
用

　

保
険
請
求
の
仕
方（
算
定
の
原

則
、留
意
事
項
）や
レ
セ
プ
ト
記
載

要
領
・
コ
ー
ド
入
力
、ま
た
施
設
基

準
や
必
須
と
な
る
研
修
を
網
羅
し
、

図
表
や
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
も
用
い

て
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
る
。

「
窓
口
業
務
の
バ
イ
ブ
ル
」と
し
て

活
用
し
て
ほ
し
い
。返
戻
や
査
定
事

例
を
分
析
し
、わ
か
ら
な
い
こ
と
を

放
置
し
な
い
。困
っ
た
時
は
保
険
医

協
会
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
よ
り
、「
返
戻
、

査
定
、再
審
査
の
言
葉
の
意
味
を
理

解
し
仕
組
み
や
対
応
策
に
つ
い
て

詳
し
く
勉
強
で
き
た
」な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

減
少
す
る
な
ど
で
、目
的
と
現
況
に

ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。

扱
い
件
数
の
増
加
や
審
査
支
払
機

関
の
職
員
減
少
に
伴
う
作
業
の
膨

大
化
を
背
景
に
導
入
さ
れ
た
。目
的

は「
業
務
の
効
率
化
・
高
度
化
、支
部

間
差
異
の
解
消
」で
あ
る
が
、現
況

は
Ａ
Ｉ
審
査
で
完
結
す
る
レ
セ
プ

ト
の
割
合
は
約
90
％
、原
審
査
で
の

目
視
に
よ
る
審
査
件
数
が
大
幅
に

な
ど
）を
把
握
し
て
い
る
。レ
セ
プ

ト
提
出
前
に
、傷
病
名
の
記
載
や
突

合
、算
定
要
件
の
確
認
な
ど
を
必
ず

院
長
か
管
理
者
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
が
大
事
。

④
再
審
査
請
求
に
つ
い
て

　

再
審
査
請
求
は
医
療
機
関
の
権

利
。納
得
い
か
な
い
査
定
に
は
積

②
保
険
審
査
で
の
着
眼
点

　

審
査
は
診
療
報
酬
点
数
表
や
療

養
担
当
規
則
な
ど
を
も
と
に
合
議

制
で
行
わ
れ
る
。審
査
で
レ
セ
プ
ト

に
疑
義
が
生
じ
た
場
合
は「
返
戻
」

「
査
定
」「
書
面
連
絡（
文
書
指
導
）」

の
い
ず
れ
か
を
保
険
医
療
機
関
に

伝
え
る
。

増加する子どもの市販薬増加する子どもの市販薬
ＯＤ・自傷を正しく理解ＯＤ・自傷を正しく理解
し、支援者としての在りし、支援者としての在り
方を考える方を考える
医科オンラインセミナーを開催医科オンラインセミナーを開催

　

協
会
は
、2
月
14
日（
水
）、薬
物

依
存
症
の
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

や
自
傷
行
為
の
臨
床
研
究
に
携
わ

る
松
本
俊
彦
先
生（
国
立
精
神
・
神

経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
精
神
保
健

研
究
所
薬
物
依
存
研
究
部
部
長
）を

講
師
に
招
き
、「
子
ど
も
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
」を
テ
ー
マ
と
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

2
0
1
9
年
末
以
降
、子
ど
も
の

自
殺
が
急
増
し
て
お
り
、と
り
わ
け

2
0
2
0
年
の
高
校
生
女
子
の
自

殺
は
前
年
と
比
べ
2
倍
の
数
値
と

な
っ
て
い
ま
す
。今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、自
殺
に
関
連
の
あ
る
自
傷
行

為
や
近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
市

販
薬
の
過
量
服
薬（
オ
ー
バ
ー
ド
ー

ズ
、以
下
：
Ｏ
Ｄ
）の
特
徴
や
対
応
策

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

最
も
乱
用
さ
れ
て
い
る
市
販
薬

は
ジ
ヒ
ド
ロ
コ
デ
イ
ン
と
メ
チ
ル

エ
フ
ェ
ド
リ
ン
を
含
有
す
る
鎮
咳
・

感
冒
薬
で
す
。ジ
ヒ
ド
ロ
コ
デ
イ
ン

は
眠
気
を
伴
わ
な
い
抗
不
安
作
用

を
期
待
し
乱
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、身
体
依
存
の
形
成
に

よ
り
断
薬
が
困
難
で
、抑
う
つ
気
分

や
自
殺
念
慮
の
誘
発
等
の
離
脱
症

状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。メ
チ
ル
エ

フ
ェ
ド
リ
ン
は
意
欲
増
進
や
気
分

改
善
を
期
待
し
た
乱
用
が
多
い
も

の
の
、速
や
か
な
耐
性
上
昇
で
使
用

量
が
増
加
し
や
す
く
精
神
病
様
症

状
を
呈
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

過
去
10
年
に
お
け
る
10
代
の

薬
物
乱
用
に
用
い
ら
れ
る
薬
品

の
推
移
を
見
る
と
、2
0
1
4
年

に
全
体
の
半
数
を
占
め
て
い
た
危

険
ド
ラ
ッ
グ
に
取
っ
て
代
わ
り
、

2
0
1
6
年
以
降
は
市
販
薬
の

割
合
が
増
え
、現
在
は
全
体
の
65
・

2
％
を
占
め
て
い
ま
す
。講
師
は
、

市
販
薬
が
乱
用
薬
物
と
し
て
選
択

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
要
因
に
、こ

れ
ま
で
医
療
機
関
で
処
方
し
て
も

ら
う
し
か
入
手
方
法
の
な
か
っ
た

薬
剤
の
一
般
販
売
が
解
禁
さ
れ
た

こ
と
や
、ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
市
場
の

拡
大
に
よ
り
、子
ど
も
が
医
師
や
親

の
目
の
届
か
な
い
場
所
で
薬
剤
を

購
入
し
、服
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

講
師
ら
が
中
学
・
高
校
生
を
対
象

に
行
っ
た
調
査
か
ら
、若
者
の
1
～

2
割
が
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
な
ど
の
自

傷
行
為
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。リ
ス
ト
カ
ッ

ト
経
験
者
の
約
6
割
は
自
傷
の
目

的
を「
不
快
感
の
軽
減
」と
し
、激
し

い
怒
り
や
不
安
、恐
怖
等
を
緩
和

す
る
手
段
と
し
て
自
傷
が
選
択
さ

れ
て
い
ま
す
。リ
ス
ト
カ
ッ
ト
習
慣

者
の
自
傷
直
後
に
は
脳
内
に
モ
ル

ヒ
ネ
様
の
物
質（
β
エ
ン
ド
ル
フ
ィ

ン
、エ
ン
ケ
フ
ァ
リ
ン
）、い
わ
ゆ
る

内
因
性
オ
ピ
オ
イ
ド
が
大
量
に
分

泌
さ
れ
て
お
り
、実
際
に
自
傷
行
為

が
感
情
的
苦
痛
へ
の
鎮
痛
効
果
を

示
す
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い

ま
す
。一
方
で
、リ
ス
ト
カ
ッ
ト
に

は
、鎮
痛
効
果
に
慣
れ
る
こ
と
で
自

傷
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
致
死
的

事
故
に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
、自
傷
で
ス
ト
レ
ス
に
対
処
し
て

い
る
う
ち
に
ス
ト
レ
ス
に
脆
弱
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
側
面
が
あ

り
ま
す
。

　

市
販
薬
Ｏ
Ｄ
や
自
傷
を
繰
り
返

す
者
に
は
、行
為
そ
の
も
の
の
善
悪

の
価
値
観
を
押
し
付
け
ず
、つ
ら
い

現
状
を
生
き
延
び
る
手
段
と
し
て

選
択
し
た
こ
と
自
体
に
共
感
を
示

し
な
が
ら
向
き
合
う
こ
と
が
重
要

で
す
。講
師
は
、「
悩
み
や
苦
痛
を
抱

え
た
と
き
に
誰
に
も
相
談
で
き
な

い
、援
助
を
求
め
ら
れ
な
い
」事
態

を
回
避
し
、患
者
と
信
頼
関
係
を
築

き
な
が
ら
長
期
的
な
支
援
を
続
け

て
ほ
し
い
と
参
加
者
に
強
く
語
り

か
け
ま
し
た
。

講師の松本先生

講師の御江先生

会員訪問◯137会員訪問◯137会員訪問◯137会員訪問◯137
今川　裕敏　先生今川　裕敏　先生今川　裕敏　先生今川　裕敏　先生
生協歯科ひろしま
（広島市）

生協歯科ひろしま
（広島市）

医
科
審
査
対
策
研
修
会（
保
険
審
査
の
現
状
と
対
策
）

審
査
の
仕
組
み
、Ａ
Ｉ
審
査
の
現
況
な
ど

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
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2
0
2
4
年
度
の
指
導
、監
査
、適
時
調
査

年
度
当
初
か
ら
指
導
実
施
を
計
画
、

高
点
数
選
定
の
個
別
指
導
を
実
施

す
る
方
針

　

厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
課

は
、1
月
26
日
付
で
事
務
連
絡「
令

和
6
年
度
に
お
け
る
指
導
監
査
等

に
つ
い
て
」を
地
方
厚
生（
支
）局
あ

て
に
発
出
。2
0
2
3
年
5
月
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
の
法
律
上
の
位
置
づ

け
が
2
類
相
当
か
ら
5
類
へ
移
行

さ
れ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、24
年
度

の
指
導
監
査
等
に
つ
い
て
は
、従
前

（
19
年
度
以
前
）同
様
の
実
施
と
す

る
と
し
て
い
ま
す
。指
導
等
の
実
施

方
針
は
別
掲
の
通
り
で
す
。

　

個
別
指
導
は
、指
導
大
綱
ど
お

り
実
施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。た
だ

し
、22
年
度
に
集
団
的
個
別
指
導
を

実
施
し
た
保
険
医
療
機
関
等
の
う

ち
、23
年
度
の
実
績
に
お
い
て
も
、

な
お
高
点
数
保
険
医
療
機
関
等
に

該
当
す
る
場
合
、24
年
度
の
個
別

指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、23
年

度
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
考
慮
し
、24
年
度
に
お
い
て
は
、

対
象
と
な
る
保
険
医
療
機
関
等
の

数
の
上
位
よ
り
概
ね
半
数
程
度（
最

大
で
保
険
医
療
機
関
等
数
の
4
％

程
度
）を
選
定
の
上
、実
施
に
当

た
っ
て
は
、19
年
度
に
集
団
的
個
別

指
導（
以
下
、集
個
）を
実
施
し
、か

つ
21
年
度
に
高
点
数
を
理
由
と
す

る
個
別
指
導
の
対
象
に
該
当
し
て

い
た
保
険
医
療
機
関
等
を
実
施
対

象
と
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
計
画
は
、24
年
度
診
療
報

酬
改
定
が
6
月
に
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、年
度
当
初
か
ら
の
指
導

実
施
を
考
慮
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

高
点
数
選
定
の
個
別
指
導
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
応
と
い

う
こ
と
で
分
か
り
に
く
い
方
針
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、集
個
は
高
点
数

の
み
を
選
定
基
準
と
し
て
、患
者
層

や
地
域
性
な
ど
を
考
慮
し
な
い
点

で
問
題
で
す
。協
会
は
以
前
よ
り
高

点
数
の
み
を
基
準
と
す
る
選
定
は

中
止
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

答申で改定内容が答申で改定内容が
明らかに明らかに

2024年度診療報酬・介護報酬改定2024年度診療報酬・介護報酬改定

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の
3
疾
患
が
対
象
外
で
診
療
所
に
大
打
撃

歯科点数等 Q＆A
（医学管理等）
Q1 口腔機能管理料の算定方法について教えてほしい。
A1 口腔機能管理料とは、50歳以上の歯の喪失や加齢、これら以外の全身的な
疾患等により口腔機能の低下を認める患者さんに、口腔機能の回復または維
持・向上を目的として行う医学管理を評価したもので、関係学会の診断基準に
より口腔機能低下症と診断されている患者さんのうち、咀嚼機能低下（咀嚼能
力検査を算定した患者に限る。）、咬合力低下（咬合圧検査を算定した患者に限
る。）または低舌圧（舌圧検査を算定した患者に限る。）のいずれかに該当する
ものに対して、継続的な指導・管理を実施する場合に算定できます。
　　当該管理料を算定するに当たっては、口腔機能の評価および一連の口腔機
能の管理計画を策定し、管理計画に係る情報を文書により提供し、提供した文
書の写しをカルテに添付します。また、当該管理を行った場合、指導・管理内容
をカルテに記載し、または指導・管理に係る記録を文書により作成している場
合には、当該記録もしくはその写しをカルテに添付してください。
　※歯科点数表の解釈（2022年4月版、社会保険研究所、以下、青本）p132通知（1）（2）

医科点数等 Q＆A
（在宅医療）
Q1 当院に通院中の患者の家族から当該患者の往診の依頼があったため患家
に赴き、結果、看取りを行った。当該患者は在宅医療を全く行っていなかった
が、往診料は算定できるのか。
A1 往診料の算定が可能です。死亡診断を行った場合は死亡診断加算の算定も
可能です。
　　また、再診料の他、算定要件を満たした場合は夜間・休日加算などの往診料
の加算点数の算定も可能です。

（検査）
Q2 前立腺特異抗原（PSA）は前立腺癌の診断の確定または転帰の決定までの
間に原則1回の算定だが、PSAの結果が4.0ng/mL以上であって前立腺癌の確
定診断がつかない場合は、3月に1回に限り、3回を上限に算定可とされてい
る。2024年1月16日に1回目のPSAを実施し、前立腺癌の診断がつかない場合
は2回目以降のPSAの算定はどうなるのか。
A2「3月に1回」は暦月でのカウントとなるため、2回目は4月1日～6月30日の間
に1回、3回目は7月1日～9月30日の間に1回の算定が可能です。

○
診
療
報
酬
改
定

　

2
月
14
日
、2
0
2
4
年
度
の
診

療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、中
央
社
会

保
険
医
療
協
議
会
が
武
見
敬
三
厚

労
相
に
答
申
を
行
い
、改
定
内
容
の

全
体
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

（
医
科
）

　

初
診
料
2
9
1
点（
＋
3
点
）、再

診
料
75
点（
＋
2
点
）。

　

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
し
て
、医
療

情
報
・
シ
ス
テ
ム
基
盤
整
備
体
制
充

実
加
算
が
医
療
情
報
取
得
加
算
に

変
更
。初
診
時
が
1
と
2
、再
診
時

が
3
と
4
に
区
分（
再
診
時
は
3

月
に
1
回
の
算
定
）。オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
に
よ
り
当
該
患
者
に
係

る
診
療
情
報
を
取
得
し
た
場
合
、他

の
保
険
医
療
機
関
か
ら
当
該
患
者

の
診
療
情
報
の
提
供
を
受
け
た
場

　

2
0
2
4
年
度
は
診
療
報
酬
・
介

護
報
酬
に
加
え
て
障
害
福
祉
の
報

酬
が
改
定
さ
れ
ま
す
。そ
の
中
で
、

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
に
つ
い

て
主
に
診
療
所
に
関
す
る
内
容
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

合
は
、初
診
時
は
2
を
再
診
時
は
4

を
算
定
す
る（
歯
科
も
同
じ
）。

　

発
熱
患
者
等
対
応
加
算
が
新
設

さ
れ
た
。初
・
再
診
料
等
の
外
来
感

染
対
策
向
上
加
算
を
算
定
す
る
場

合
で
、受
診
歴
の
有
無
を
問
わ
ず
発

熱
患
者
等
を
受
け
入
れ
る
体
制
を

有
し
た
上
で
、実
際
に
発
熱
患
者
等

に
対
応
し
た
場
合
に
算
定
す
る
。

　

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
、処
方

料
な
ど
の
特
定
疾
患
処
方
管
理
加

算
の
対
象
疾
患
か
ら
糖
尿
病
、脂

質
異
常
症
、高
血
圧
を
除
外
。特
定

疾
患
処
方
管
理
加
算
1（
18
点
）は

廃
止
。同
加
算
2
は
特
定
疾
患
処

方
管
理
加
算
に
名
称
変
更
さ
れ
、

点
数
が
引
き
下
げ（
66
点
→
56
点
。

28
日
以
上
の
処
方
ま
た
は
リ
フ
ィ

ル
処
方
箋
を
発
行
し
た
場
合
に
算

定
可
）。検
査
な
ど
を
包
括
し
な
い

生
活
習
慣
病
管
理
料（
Ⅱ
）（
3
3
3

点
・
月
1
回
）が
新
設
さ
れ
た
。現

行
の
同
管
理
料
は（
Ⅰ
）と
さ
れ
、点

数
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。外
来
管

理
加
算
は
同
管
理
料（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）に

包
括
さ
れ
る
た
め
算
定
不
可
と
な

る
。

　

往
診
料
の
緊
急
往
診
加
算
、夜

間
・
休
日
往
診
加
算
、深
夜
往
診
加

算
に
つ
い
て
患
者
の
状
態
に
よ
り

異
な
る
点
数
を
算
定
す
る
こ
と
と

さ
れ
、別
に
厚
労
大
臣
が
定
め
る
患

者（
往
診
を
行
う
保
険
医
療
機
関
に

お
い
て
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る

患
者
な
ど
に
該
当
す
る
者
）以
外
の

患
者
は
現
行
よ
り
低
い
点
数
が
設

定
さ
れ
た
。在
医
総
管
・
施
設
総
管

は
単
一
建
物
診
療
患
者
の
数（
10
人

以
上
19
人
以
下
、20
人
以
上
49
人

以
下
、50
人
以
上
の
場
合
）の
点
数

が
新
設
さ
れ
た
。

（
歯
科
）

　

歯
科
初
診
料
2
6
7
点（
＋
3

点
）、歯
科
再
診
料
58
点（
＋
2
点
）。

有
床
義
歯
点
数
の
引
き
上
げ（
例
：

局
部
義
歯（
1
床
に
つ
き
）1
歯
～

4
歯
6
2
4
点（
＋
30
点
）、総
義
歯

2
4
2
0
点（
＋
2
3
6
点
）。

　

歯
科
訪
問
診
療
料
1
は
20
分
未

満
の
場
合
も
1
1
0
0
点
に
統
一
。

歯
科
訪
問
診
療
料
2
、3
の
区
分

が
見
直
さ
れ
、歯
科
訪
問
診
療
料

2
～
5
と
さ
れ
た（
3
～
5
は
現

行
点
数
よ
り
引
き
下
げ
）。

　

か
強
診
の
施
設
基
準
の
名
称
、要

件
等
の
見
直
し
。か
か
り
つ
け
歯
科

医
に
よ
る
口
腔
機
能
管
理
の
評
価

が
新
設
。歯
管
の
エ
ナ
メ
ル
質
初
期

う
蝕
管
理
加
算
が
廃
止
さ
れ
、エ
ナ

メ
ル
質
初
期
う
蝕
管
理
料
・
根
面
う

蝕
管
理
料（
い
ず
れ
も
新
設
点
数
・

30
点
）に
口
腔
管
理
体
制
強
化
加
算

（
48
点
）が
新
設
さ
れ
た
。

○
介
護
報
酬
改
定

　

居
宅
療
養
管
理
指
導
は
医
師
が

行
う
場
合
の（
Ⅰ
）、（
Ⅱ
）と
も
現
行

よ
り
1
単
位
引
き
上
げ（
例
：
居
宅

療
養
管
理
指
導（
Ⅰ
）単
一
建
物
居

住
者
が
1
人【
現
行
】5
1
4
単
位

→【
改
定
後
】5
1
5
単
位
）。歯
科

医
師
が
行
う
場
合
も
同
様
に
現
行

よ
り
1
単
位
引
き
上
げ
。

2024年度の指導、監査、適時調査の実施方針

①集団指導（指定時、更新時、登録時）
　eラーニングによる実施を原則とするが、地域の実情に応
じ、集合形式での開催も可能。
②個別指導
　指導大綱どおり実施する。ただし、2022年度に集団的個別指
導を実施した保険医療機関等のうち、2023年度の実績におい
ても、なお高点数保険医療機関等に該当する場合は、2024年度
の個別指導の対象となるが、2023年度における新型コロナの
影響を考慮し、2024年度においては、対象となる保険医療機関
等の数の上位より概ね半数程度（最大で保険医療機関等数の
4％程度）を選定の上、実施に当たっては、2019年度に集団的個
別指導を実施し、かつ2021年度に高点数を理由とする個別指
導の対象に該当していた保険医療機関等を実施対象とする。
③その他
　指導計画については、2024年度診療報酬改定が2024年6月に
施行されることに伴い、年度当初からの指導実施を考慮する
こと。
（厚労省事務連絡「令和6年度における指導監査等について」を元に作成）
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広
島
市
は
2
0
2
4
年
度
予
算

案
で
、現
在
小
学
6
年
ま
で
と
し

て
い
る
通
院
へ
の
医
療
費
補
助
を
、

中
学
3
年
ま
で
引
き
上
げ
る
予
定

で
あ
る
こ
と
が
、1
月
下
旬
に
中

国
新
聞
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。子

ど
も
と
重
度
障
害
者
の
医
療
費
の

広島市こども医療費補助制度・対象広島市こども医療費補助制度・対象
年齢拡大は住民の声年齢拡大は住民の声
窓口負担ゼロと所得制限撤窓口負担ゼロと所得制限撤
廃も実現してください！廃も実現してください！

無
料
化
を
求
め
る
連
絡
会
で
は
、

対
象
年
齢
が
拡
大
さ
れ
る
こ
の
機

に
、受
診
の
壁
と
な
っ
て
い
る
不
合

理
な
所
得
制
限
と
窓
口
負
担
の
撤

廃
を
求
め
、市
と
市
議
会
へ
要
請
を

行
い
ま
し
た
。

　

2
月
13
日（
火
）、連
絡
会
に
参

加
す
る
団
体
の
メ
ン
バ
ー
10
名
は
、

母
谷
龍
典
広
島
市
議
会
議
長
と
面

談
。「
保
護
者
が
わ
ず
か
に
昇
給
し

た
こ
と
で
、窓
口
負
担
が
大
き
く
増

え
て
し
ま
っ
た
。安
心
し
て
医
療
に

か
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、所

得
制
限
を
な
く
し
て
ほ
し
い
」と
求

め
ま
し
た
。広
島
市
に
は
、他
の
自

治
体
に
み
ら
れ
な
い
二
段
階
の
所

得
制
限
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、扶
養

2
人
の
場
合
で
6
0
8
万
円
を
超

え
る
と
制
度
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
3
7
1
・
2
万
円
を
超
え
る

と
通
院
時
の
窓
口
負
担
が
2
～
3

倍（
第
3
子
以
降
は
同
額
）と
な
る

制
度
で
、窓
口
負
担
が
高
い
と
感
じ

る
子
育
て
世
帯
も
多
く
あ
り
ま
す
。

母
谷
議
長
は「
議
会
と
し
て
制
度
拡

充
の
必
要
性
は
理
解
し
て
い
る
が
、

提
案
す
る
広
島
市
も
財
政
面
を
考

慮
し
な
が
ら
努
力
し
て
い
る
。窓
口

負
担
の
額
は
ど
こ
で
線
引
き
を
す

る
か
難
し
い
」と
説
明
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
続
い
て
広
島
市
保
険
年

金
課
を
訪
れ
、宍
戸
課
長
に
要
請

書
を
提
出
。中
学
3
年
ま
で
の
対

象
拡
大
は
大
い
に
評
価
し
て
い
る

が
、所
得
制
限
に
よ
っ
て
重
い
窓
口

負
担
が
生
じ
る
た
め
、他
の
自
治

体
制
度
に
見
劣
り
す
る
制
度
で
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。子
育
て
支

援
を
重
視
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
な
か
で
、少
子
化
対
策
と
い
う

点
で
も
、子
育
て
家
庭
を
し
っ
か
り

支
え
る
姿
勢
を
み
せ
て
ほ
し
い
と

求
め
ま
し
た
。宍
戸
氏
が
、「
医
療

費
支
援
は
命
や
健
康
に
関
わ
る
も

の
で
、す
べ
て
の
子
ど
も
が
享
受
で

き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。そ
の
た
め
に
は
国
と
し
て
全
国

一
律
の
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
が

本
来
の
あ
り
方
だ
と
思
う
」と
述
べ

る
と
、参
加
者
ら
が「
少
子
化
対
策

も
子
育
て
支
援
も
待
っ
た
な
し
。市

民
と
し
て
税
金
を
納
め
て
い
る
私

た
ち
の
声
を
聞
い
て
ほ
し
い
」と
強

く
訴
え
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
な
ど
子
育
て
世
帯
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。子
育
て
家
庭
の
受
診

抑
制
が
増
加
傾
向
に
あ
る
な
か
、

医
療
費
無
料
化
は
先
延
ば
し
せ

ず
、早
期
に
実
現
し
て
ほ
し
い
課

題
で
す
。

広
島
市・
広
島
市
議
会
へ
の
要
請
項

目：
①
こ
ど
も
医
療
費
補
助
制
度
の

対
象
年
齢
拡
大
に
あ
わ
せ
て
、窓
口

負
担
を
無
料
に
し
て
く
だ
さ
い
。②

（
同
）、所
得
制
限
・
所
得
基
準
を
全

廃
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

（
以
下
、中
国
ブ
ロ
ッ
ク
）は
2
月

8
日（
木
）、医
療
現
場
に
お
け
る

税
務
行
政
の
改
善
を
求
め
、38
回

目
と
な
る
広
島
国
税
局
と
の
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。中
国
5
県
の
保

険
医
協
会
お
よ
び
保
団
連
か
ら
、

長
谷
理
事
長
を
含
む
15
名
が
出
席

し
、国
税
局
か
ら
は
能
仁
巨
樹
総

務
課
課
長
補
佐
、大
田
拓
郎
同
課

係
長
が
対
応
し
ま
し
た
。

　

懇
談
で
は
、昨
年
8
月
に
実
施

し
た「
税
務
問
題
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」の
結
果
を
踏
ま
え
11
項

目
の
申
入
書
を
提
出
。当
日
は
申

し
入
れ
に
対
す
る
一
括
回
答
が
行

わ
れ
、各
項
目
へ
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

カ
ル
テ
開
示
要
求
の
中
止

　

2
0
2
2
年
の
税
制
改
正
に
よ

り
、2
0
2
4
年
1
月
以
降
の
税

務
調
査
に
お
い
て
税
務
職
員
に

よ
る
帳
簿
の
提
示
等
の
求
め
に

応
じ
な
か
っ
た
場
合
、過
少
申

告
加
算
税
等
の
加
重
措
置
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。中
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
は「
カ
ル

テ
開
示
要
求
の
中
止
」を
重
点

課
題
の
一
つ
と
し
て
毎
回
申
し

入
れ
て
お
り
、あ
わ
せ
て
今
回

は
、加
重
措
置
の
適
用
を
念
頭

に
置
い
た
強
権
的
な
カ
ル
テ
開

示
要
求
を
行
わ
な
い
よ
う
求
め

ま
し
た
。国
税
局
か
ら
は
、当
該

措
置
の
対
象
は「
売
り
上
げ
に

関
す
る
調
査
に
必
要
な
帳
簿
」

来
院
す
る
の
は
当
然
と

い
う
発
想
に
基
づ
く
回

答
か
ら
は
、医
療
の
実

態
を
鑑
み
た
税
務
調
査

が
行
わ
れ
て
い
な
い
様

子
が
窺
え
ま
す
。実
際

の
来
院
の
有
無
は
必
ず

し
も
カ
ル
テ
で
な
け
れ

ば
確
認
で
き
な
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。カ

ル
テ
は
患
者
の
セ
ン
シ

テ
ィ
ブ
な
情
報
を
含
む

も
の
で
あ
り
、「
患
者
の

権
利
を
守
る
」観
点
か

ら
も
開
示
に
は
応
じ
ら

れ
な
い
と
明
確
に
断
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

調
査
現
場
で
の
帳
簿
類

の
コ
ピ
ー・留
置
き

る
が
他
の
帳
簿
類
の
突
合
で
金
額

が
合
わ
な
い
場
合
や
、予
約
名
簿

と
日
計
表
が
合
わ
な
か
っ
た
時
な

ど
に
患
者
の
来
院
の
事
実
を
確
認

す
る
た
め
」と
の
具
体
例
が
示
さ

れ
ま
し
た
。患
者
が
予
約
通
り
に

で
あ
り
、カ
ル
テ
は
そ
の
対
象
に
含

ま
れ
な
い
こ
と
が
明
言
さ
れ
ま
し

た
。

　

カ
ル
テ
開
示
が
必
要
と
判
断
す

る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
質
問
し
た
と

こ
ろ
、「
自
由
診
療
分
の
収
入
が
あ

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
、

税
務
調
査
に
お
け
る
帳
簿
類
の
コ

ピ
ー
や
留
置
き（
持
ち
帰
り
）へ
の

協
力
は
任
意
で
あ
る
こ
と
の
説
明

が
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。国
税
局
が
繰
り

返
す「
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、納
税

者
の
理
解
と
協
力
の
も
と
に
実
施

す
る
」と
の
回
答
と
も
大
き
な
隔
た

り
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。更
に
懇
談
の
な
か
で
は
、帳
簿

類
の
コ
ピ
ー
は
留
置
き
と
異
な
り

「
預
り
証
」の
発
行
の
必
要
が
な
く
、

留
置
き
の
手
続
き
を
省
く
た
め
に

コ
ピ
ー
要
求
が
常
態
化
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ピ
ー
や
留
置
き
に
同
意
し
な

い
こ
と
に
よ
る
罰
則
規
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。コ
ピ
ー
や
留
置
き
を
認
め

る
と
調
査
機
関
の
長
期
化
や
紛
失

等
の
リ
ス
ク
も
伴
い
ま
す
。税
務

調
査
の
原
則
で
あ
る
実
地
調
査
の

対
応
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

電
子
帳
簿
保
存
へ
の
柔
軟
な
対
応

　

改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
に
よ
る

電
子
取
引
の
デ
ー
タ
保
存
等
の
対

応
に
あ
た
っ
て
は
、宥
恕
期
間
と
さ

れ
て
い
た
2
0
2
3
年
12
月
31
日

以
降
も
、シ
ス
テ
ム
整
備
が
間
に

合
わ
な
い
、人
手
不
足
等
の
事
情

に
該
当
す
る
事
業
者
は
猶
予
措
置

の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。税
務
調

査
に
お
い
て
も
急
激
な
環
境
変
化

に
対
応
で
き
な
い
医
療
機
関
の
個

別
事
情
に
十
分
に
配
慮
し
た
対
応

を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。国
税

局
は
、具
体
的
な
取
り
扱
い
に
つ

い
て
明
言
で
き
る
部
分
は
少
な
い

と
し
て「
対
応
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
」と
濁
し
た
回
答
に
留
ま
り
ま
し

た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

不
合
理
な
税
務
調
査
に
関
す
る

相
談
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

前
述
の
よ
う
な
医
療
現
場
の
実
態

を
無
視
し
た
調
査
の
ほ
か
、調
査

期
間
の
長
期
化
、診
療
の
妨
げ
と

な
る
調
査
な
ど
、税
務
調
査
を
新

人
調
査
官
の
研
修
と
し
て
利
用
し

て
い
る
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
納
税
者
の
権

利
が
守
ら
れ
る
税
務
調
査
の
実
施

を
求
め
、粘
り
強
く
申
し
入
れ
を

続
け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

税
務
調
査
に
関
す
る
お
困
り
事
が

あ
り
ま
し
た
ら
、保
険
医
協
会
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申入書
（1）文書による事前通知を行ってください
（2）税務調査の期間・調査日数は長期間に及ばないようにしてください
（3）カルテ開示の要求を行わないでください
（4）�コピーをする際は、必ず納税者に丁寧な説明を行い、承諾を得てく

ださい
（5）帳簿等の持ち帰り（留置き）について
　1）安易な留置きは行わないでください
　2）やむを得ず留置く際は、丁寧な説明を行うよう徹底してください
（6）進行年度分の調査は行わないでください
（7）�反面調査は取引先への丁寧な説明など納税者の信用が守られるよ

う慎重な対応を行ってください
（8）�経費否認を行う際は、納税者が理解し、納得できる説明を行ってく

ださい
（9）調査終了後には、納税者に対し必ず結果通知を行ってください
（10）�調査時の態度や医療機関業務の特殊性などについて調査官への教

育を徹底してください
（11）電子帳簿保存法の改正関連について
　1）医療機関の個別事情に配慮して、柔軟な対応をしてください
　2）�電子帳簿保存法を選択しない場合には、紙媒体での調査を徹底し
てください

　3）�ダウンロードの求めの丁寧な説明と、該当物件以外の開示要求は
しないでください

懇談の様子

医
療
現
場
の
実
情
を
鑑
み
た
税
務
調
査

医
療
現
場
の
実
情
を
鑑
み
た
税
務
調
査

の
実
施
を

の
実
施
を

保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
第

保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
第
3838
回
広
島
国
税
局
と
の
懇
談

回
広
島
国
税
局
と
の
懇
談

短編映画

公的医療はどこへ行く
－差し迫る医療崩壊－
新型コロナのパンデミックを経てなお続
く医療崩壊。公的・公立病院の独立行政法人
化、病院の再編統合が全国で問題となって
います。医療崩壊の専門家・本田宏医師と医
療現場の取材経験の厚いビデオジャーナリ
スト・遠藤大輔氏がタッグを組んで、臨場感とともに医療崩壊
の真実に、鋭く切り込む映像を製作されました。「あるべき公
的医療とは何か」と、医療崩壊の本質に迫り、その解決策を探
る内容となっています。ぜひご視聴ください。

ＤＶＤ映画
価格：3,000円（税抜）

お求めは、遠藤大輔氏に直接お問
い合わせください。
bottomup.ch@gmail.com

保
険
医
の
経
営
と
税
務

2
0
2
4
年
版
・
2
月
発
行

会員1冊無料分をお送
りしています。2冊目か
ら定価1,500円。追加の
ご注文は協会まで。
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思いに寄り添う事業承継の形を思いに寄り添う事業承継の形を
保険医厚生会オンライン保険医厚生会オンライン
セミナー開催セミナー開催

　

2
月
21
日（
水
）、保
険
医
厚
生

会
主
催
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
承
継
と
Ｍ
＆
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
思
い
の

バ
ト
ン
・
事
業
承
継
の
選
択
肢
と
課

題
」を
開
催
し
、6
保
険
医
協
会
か

ら
55
名（
当
会
会
員
14
名
）が
視
聴

参
加
し
ま
し
た
。

　

千
葉
県
に
本
社
を
置
く（
株
）ス

リ
ー
エ
ス
か
ら
、医
療
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
統
括
の
池
田
泰
樹
氏
が

講
師
を
務
め
ま
し
た
。（
株
）ス
リ
ー

エ
ス
は
幅
広
い
業
種
を
顧
客
に
、オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
、人
材
関
連
な
ど
多
様
な
要

望
に
つ
い
て
、税
理
士
、社
会
保
険

労
務
士
、行
政
書
士
な
ど
の
専
門

家
集
団
が
ト
ー
タ
ル
的
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
、ま
た
豊
富
な
実
績
を
も

つ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
で
す
。

　

医
療
を
通
じ
て
、長
年
、患
者
さ

ん
や
地
域
に
貢
献
し
て
き
た
こ
れ

ま
で
の
価
値
を
無
駄
に
せ
ず
、次
世

代
に
継
続
す
る
、繋
げ
る
こ
と
を
実

現
し
て
も
ら
い
た
い
と
、講
演
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。地
域
別
に
み
た

診
療
所
数
の
増
減
、診
療
を
閉
じ
る

年
齢
の
動
向
を
グ
ラ
フ
な
ど
で
示

し
、地
方
都
市
で
は
後
継
者
不
足
が

深
刻
な
状
況
に
あ
る
と
話
し
ま
し

た
。ま
た
、医
療
機
関
を
閉
院
す
る

際
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
従

業
員
問
題
、か
か
り
つ
け
患
者
へ
の

対
応
、医
療
機
器
や
建
物
の
処
分
な

ど
、具
体
的
に
生
じ
る
問
題
点
を
解

説
し
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
事
業
承

継
の
主
な
選
択
肢
で
あ
る
親
族
承

継
や
番
頭
承
継（
院
内
の
勤
務
医
な

ど
へ
の
承
継
）、そ
し
て
Ｍ
＆
Ａ
に

よ
る
第
三
者
承
継
の
基
本
的
な
特

徴
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
の
承
継
は
、税
法
だ

け
で
な
く
医
療
に
関
わ
る
法
律
、届

出
や
補
助
金
な
ど
、複
雑
で
負
担

も
多
く
、専
門
業
者
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。そ
の
際
は

医
療
機
関
の
承
継
実
績
が
あ
る
業

者
を
選
ぶ
こ
と
が
重
要
と
話
し
ま

し
た
。後
半
は
Ｍ
＆
Ａ
の
失
敗
例
も

示
さ
れ
、い
ず
れ
も
医
療
機
関
の
承

継
例
と
い
う
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
が

持
ち
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。承
継
は
時
間
的
に
余
裕

を
も
っ
て
早
め
早
め
に
考
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
、余
裕
が
あ
れ
ば

じ
っ
く
り
選
び
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
失
敗
が
少
な
い
と
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

保
険
厚
生
会
の
君
島
理
事（
栃

木
県
保
険
医
協
会
）は
、閉
会
挨
拶

で
、承
継
に
関
わ
る
人
、業
者
が
お

互
い
に
寄
り
添
っ
て
支
え
合
い
な

が
ら
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
と

話
し
、今
後
も
会
員
に
役
立
つ
企

画
を
考
え
て
い
き
た
い
と
述
べ
ま

し
た
。
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命の海を

原発よりも

159

満
杯
状
態
で
す
。

　

こ
の
状
態
が
続
く
と
、原
発
の

再
稼
働
に
も
影
響
が
出
て
く
る
こ

と
は
必
至
で
す
。そ
の
た
め
、む

つ
市
の
使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施

設（
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）の
早
期
稼
働
が
急
が

れ
、上
関
町
を
は
じ
め
と
す
る
全

国
各
地
へ
の
立
地
要
請
が
本
格
化

し
て
い
き
ま
す
。し
か
し
、再
処
理

が
う
ま
く
ゆ
く
と
は
到
底
考
え
ら

れ
な
い
の
で
、中
間
貯
蔵
は「
永
久

貯
蔵
」に
な
る
危
険
は
否
定
で
き

ま
せ
ん
。

育
児
休
業
を
取
得
さ
せ
る
。 

　

短
時
間
勤
務
制
度
利
用
者
に
1

か
月
以
上
の
育
児
の
た
め
の
短
時

間
勤
務
制
度
を
利
用
さ
せ
る
。

④
③
の
育
児
休
業
中
ま
た
は
短
時

間
勤
務
制
度
利
用
期
間
中
の
業
務

代
替
期
間
に
つ
い
て
、手
当
等
に
よ

る
賃
金
増
額
を
行
っ
て
い
る
。

⑤〈
育
児
休
業
取
得
者
の
み
〉③
の

育
児
休
業
期
間
が
1
か
月
を
超
え

る
場
合
、育
児
休
業
終
了
後
に
原

則
と
し
て
原
職
等
に
復
帰
さ
せ
、

3
か
月
以
上
継
続
雇
用
す
る（
就

業
規
則
に
も
原
職
等
復
帰
を
規
定

化
す
る
）。

（
助
成
額
）

　

対
象
育
児
休
業
取
得
者
1
名
あ

た
り
、次
の
1
、2
の
合
計
額
を
支

給
。

1
．業
務
体
制
整
備
経
費

〈
育
児
休
業
取
得
者
の
代
替
〉5
万

円（
育
児
休
業
期
間
が
1
か
月
未

満
の
場
合
は
2
万
円
）

〈
短
時
間
勤
務
制
度
利
用
者
の
代

替
〉2
万
円

2
．業
務
代
替
手
当

　

業
務
代
替
者
に
支
給
し
た
手
当

の
総
額
の
3
／
4

◇
有
期
雇
用
労
働
者
加
算

　

対
象
育
児
休
業
取
得
者
が
有
期

雇
用
労
働
者
の
場
合
に
、支
給
額

に
1
人
当
た
り
10
万
円
を
加
算
。

◇
育
児
休
業
等
に
関
す
る
情
報
公

表
加
算

　

自
社
の
育
児
休
業
取
得
状
況

等
に
関
す
る
情
報
を
公
表
し
た
場

合
、支
給
額
に
1
回
限
り
2
万
円

を
加
算
。

【
新
規
雇
用
】

　

育
児
休
業
を
取
得
し
た
労
働
者

が
行
っ
て
い
た
業
務
を
代
替
す
る

た
め
の
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
場

　

2
0
2
4（
令
和
6
）年
1
月
か

ら
中
小
事
業
主
に
支
給
さ
れ
る
両

立
支
援
等
助
成
金
に「
育
休
等
業

務
代
替
支
援
コ
ー
ス
」が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。

　
【
手
当
支
給
等
】と【
新
規
雇
用
】

の
場
合
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

【
手
当
支
給
等
】

　

育
児
休
業
を
取
得
し
た
労
働
者

や
育
児
の
為
の
短
時
間
勤
務
制
度

を
利
用
し
た
労
働
者
が
行
っ
て
い

た
業
務
を
、周
囲
の
労
働
者
に
手

当
を
支
払
っ
た
上
で
そ
の
業
務
を

代
替
さ
せ
た
場
合

（
主
な
要
件
）

①
育
児
休
業
取
得
者
・
短
時
間
勤

務
制
度
利
用
者
や
業
務
代
替
者
の

業
務
の
見
直
し
・
効
率
化
を
行
う
。

②
代
替
業
務
に
対
応
し
た
手
当
等

の
制
度
を
就
業
規
則
等
に
規
定
す

る
。

③
育
児
休
業
取
得
者
に
7
日（
う

ち
所
定
労
働
日
が
3
日
）以
上
の

合（
新
規
の
派
遣
受
け
入
れ
含
む
）

（
主
な
要
件
）

①
育
児
休
業
取
得
者
の
業
務
を
代

替
す
る
労
働
者
を
新
規
に
雇
い
入

れ
る（
新
規
の
派
遣
受
入
れ
を
含

む
）。

②
育
児
休
業
取
得
者
に
7
日（
う

ち
所
定
労
働
日
が
3
日
）以
上
の

育
児
休
業
を
取
得
さ
せ
る
。

③
①
で
雇
い
入
れ
た
労
働
者
が
、

②
の
育
児
休
業
期
間
中
に
業
務
を

代
替
す
る
。

※
育
児
休
業
取
得
者
と
同
一
の
事

業
所
及
び
部
署
で
勤
務
し
て
い
る

こ
と
及
び
所
定
労
働
時
間
が
育
児

休
業
取
得
者
の
2
分
の
1
以
上
で

あ
る
こ
と
が
必
要
。

④
②
の
育
児
休
業
期
間
が
1
か
月

を
超
え
る
場
合
、育
児
休
業
終
了

後
に
原
則
と
し
て
原
職
等
に
復
帰

さ
せ
、3
か
月
以
上
継
続
雇
用
す

る（
就
業
規
則
に
も
原
職
等
復
帰

を
規
定
化
す
る
）。

（
助
成
額
）

　

対
象
育
児
休
業
取
得
者
1
名
に

つ
き
、「
育
児
休
業
期
間
中
に
業
務

代
替
し
た
期
間（
7
日
以
上
か
ら
6

か
月
以
上
）」に
応
じ
て
以
下
の
額

9
万
円
～
67
・
5
万
円

◇
有
期
雇
用
労
働
者
加
算　

　

対
象
育
児
休
業
取
得
者
が
有
期

雇
用
労
働
者
の
場
合
に
、支
給
額

に
1
人
当
た
り
10
万
円
を
加
算
。

◇
育
児
休
業
等
に
関
す
る
情
報
公

表
加
算

　

自
社
の
育
児
休
業
取
得
状
況

等
に
関
す
る
情
報
を
公
表
し
た
場

合
、支
給
額
に
1
回
限
り
2
万
円

を
加
算
。

　

今
回
、助
成
金
の
概
略
の
説
明

と
な
り
ま
す
。他
に
細
か
い
要
件

等
が
あ
り
ま
す
の
で
、必
ず
事
前

に
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ「
両
立
支
援
等

助
成
金　

厚
生
労
働
省（
検
索
）」、

広
島
労
働
局 

雇
用
環
境
均
等
室

等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
社
会
保
険
労
務
士　

白
鷺
克
憲

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
と

原
告
団
の
闘
い（
上
）

核
燃
サ
イ
ク
ル
阻
止
1
万
人
訴
訟
原
告
団

代
表
　
浅
石 

紘
爾

1　

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
と
は

（
1
）核
燃
料
サ
イ
ク
ル
と
は
、ウ

ラ
ン
鉱
石
の
採
掘
に
は
じ
ま
り
、

ウ
ラ
ン
濃
縮
、燃
料
棒
の
成
型
加

工
、原
発
の
運
転
後
に
残
る
使
用

済
燃
料
の
再
処
理
、
再
処
理
に

よ
っ
て
取
り
出
し
た
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
高
速
増
殖
炉
で
燃
や
し
て
の

発
電
、放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
・
処

分
と
い
う
一
連
の
過
程
を
言
い
ま

す
。

（
2
）世
界
で
民
間
再
処
理
工
場
が

稼
働
し
て
い
る
の
は
我
国
の
ほ
か

英
・
仏
だ
け
で
、米
国
は
と
う
の
昔

に
撤
退
し
て
い
ま
す
。英
・
仏
の
再

処
理
は
い
わ
ゆ
る
外
貨
稼
ぎ
の
委

託
事
業
で
す
が
、英
は
ま
も
な
く

撤
退
の
予
定
で
す
。

　

我
国
に
は
、
東
海
村
に
パ
イ

ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
の
再
処
理
工
場

が
あ
り
ま
し
た
が
、事
故
・
ト
ラ
ブ

ル
続
き
で
2
0
1
8
年
に
廃
止
措

置
と
な
り
ま
し
た
。

（
3
）再
処
理
の
目
的
は
、使
用
済

燃
料
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り

出
し
て
、こ
れ
を
高
速
増
殖
炉
で

燃
や
し
て
発
電
し
、使
用
済
燃
料

を
資
源
と
し
て
有
効
利
用
し
よ
う

と
い
う
計
画
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、我
国
の
原
型
炉
で

あ
る
も
ん
じ
ゅ（
建
設
費
1
兆
円
）

が
廃
炉
と
な
り
、再
処
理
の
本
来

の
意
義
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。使
い
道
の
な
く
な
っ
た
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
は
、ウ
ラ
ン
と
混
ぜ
Ｍ

Ｏ
Ｘ
燃
料
に
加
工
し
て
、軽
水
炉

原
発
で
燃
や
す
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計

画
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、思
う
よ
う
に
い
か
ず
計
画
は

頓
挫
し
て
い
ま
す（
プ
ル
サ
ー
マ

ル
原
発
は
伊
方
3
、玄
海
3
、高
浜

3
、4
号
機
だ
け
で
す
）。こ
の
よ

う
な
状
況
の
下
で
は
、六
ヶ
所
再

処
理
工
場
を
動
か
し
て
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
を
作
る
必
要
性
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
。米
・
英
・
仏
で
は
、と
う
の

昔
に
高
速
増
殖
炉
計
画
か
ら
撤
退

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
我
国
は
46
ト
ン
の
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
保
有
し
て
お
り
、こ
れ

に
六
ヶ
所
分
が
累
積（
年
間
約
6

～
8
ト
ン
）さ
れ
る
と
、「
余
剰
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
」状
態
が
加
速
し
、非

武
装
の
国
是
に
も
背
反
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

2　

原
告
団
の
設
立
と
目
的

（
1
）核
燃
立
地
の
経
緯

　

政
府
は
、1
9
8
2
年
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
長
期
計
画
で
、核
燃
料
サ

イ
ク
ル
の
確
立
と
民
間
再
処
理
工

場
の
建
設
計
画
を
打
出
し
ま
し

た
。

　

1
9
8
4
年
7
月
電
事
連
か
ら

青
森
県
と
六
ヶ
所
村
に
核
燃
4
施

設（
ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場
、低
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
、海

外
返
還
廃
棄
物
一
時
管
理
施
設
、

再
処
理
工
場
）の
立
地
要
請
が
な

さ
れ
、翌
1
9
8
5
年
4
月
、多
く

の
県
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、

立
地
が
受
諾
さ
れ
ま
し
た（
後
に

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
工
場
が
追
加
）。

（
2
）原
告
団
の
結
成
と
目
的

1
9
8
8
年
8
月
、六
ヶ
所
村
民
、

青
森
県
内
の
市
民
を
中
心
と
し
て

原
告
団
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
告
団
の
目
的
は
、原
発
と
核

燃
・
再
処
理
工
場
の
即
時
中
止
・
廃

止
す
る
こ
と
で
、そ
の
達
成
手
段

の
一
つ
と
し
て
、核
燃
4
施
設
の

許
可
取
消
訴
訟
を
提
起
し
、司
法

の
場
で
核
燃
の
白
紙
撤
回
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

原
告
団
に
は
、脱
原
発
運
動
を

闘
い
、再
処
理
工
場
の
建
設
に
反

対
す
る
全
国
の
市
民
と
青
森
県
民

が
参
加
し
、1
9
8
9
年
7
月
、ウ

ラ
ン
濃
縮
工
場
の
許
可
取
消
訴
訟

を
皮
切
り
に
4
つ
の
訴
訟
を
青
森

地
裁
に
提
起
し
、35
年
の
長
き
に

わ
た
っ
て
裁
判
闘
争
を
続
け
て
き

ま
し
た
。現
在
は
高
レ
ベ
ル
一
時

管
理
施
設
と
再
処
理
工
場
の
訴
訟

が
係
属
中
で
す
。

3　

核
燃
の
現
状

　

六
ヶ
所
核
燃
サ
イ
ク
ル
5
施

設
の
う
ち
、ま
と
も
に
稼
働
し
て

い
る
の
は
、低
レ
ベ
ル
最
終
処
分

場（
ド
ラ
ム
缶
の
現
保
管
量
約

35
万
本
）、高
レ
ベ
ル
ガ
ラ
ス
固

化
体
一
時
管
理
施
設（
現
保
管
量

1
8
2
0
本
）、ウ
ラ
ン
濃
縮
工

場（
停
止
後
当
初
処
理
予
定
の
20

分
の
1
の
規
模
で
運
転
再
開
）だ

け
で
す
。
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
工

場
の
工
事
進
捗
率
は
12
・
3
％

（
2
0
2
3
年
7
月
末
現
在
）に
す

ぎ
ず
、再
処
理
工
場
が
稼
働
し
な

け
れ
ば
建
設
費
6
千
億
円
は
無
駄

金
と
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

核
燃
の
中
核
的
施
設
で
あ
る
再

処
理
工
場
は
、試
運
転
開
始
6
年

後
に
ガ
ラ
ス
固
化
の
失
敗
が
原
因

で
運
転
停
止
、当
初
の
操
業
予
定

か
ら
4
半
世
紀
経
っ
て
も
開
店
休

業
状
態
の
ま
ま
工
場
は
老
朽
化
の

一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。完
工
時

期
は
26
回
も
延
期
さ
れ
、本
格
稼

働
の
時
期
は
、全
く
不
透
明
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
使

用
済
燃
料
約
3
4
0
0
ト
ン
の

う
ち
4
2
5
ト
ン
を
再
処
理
し
、

ウ
ラ
ン
約
3
6
6
ト
ン
、プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
約
6
・
6
ト
ン
、廃
棄
物

は
ガ
ラ
ス
固
化
体
3
4
6
本
、固

化
で
き
な
い
高
レ
ベ
ル
廃
液
が
約

2
1
1
㎥
、そ
の
他
の
中
・
低
レ
ベ

ル
の
廃
棄
物
が
工
場
内
に
貯
ま
っ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

プ
ー
ル
の
容
量
は
3
0
0
0
ト
ン

で
す
が
、現
在
2
9
6
8
ト
ン
の

六ヶ所再処理工場（日本原燃ＨＰより）

雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から
採用・退職まで
面接・雇用から
採用・退職まで◯192◯192

両
立
支
援
等
助
成
金「
育
休
中
等

業
務
代
替
支
援
コ
ー
ス
」

　

雇
用
問
題
等
に
関
す
る
ご

質
問
・
ご
意
見
、読
ま
れ
て
の

ご
感
想
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

ま
た
、白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す（
8

面
に
掲
載
）。詳
し
く
は
協
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

医事紛争事例集
医師が選んだ60事例

～明日は我が身
　京都府保険医協会・医療安全対策部会の経験豊富な担
当理事（医師）が数ある紛争事例の中から厳選した事例
で構成。
　本書に掲載した紛争事例は、協会が実際に会員医療機
関からの相談に対応したものであり、かつ、医療現場に
おいて特に注意すべき、あるいは典型的な事例を厳選。

広島協会会員価格　2,000円（税込・送料別）

お申込みは京都府保険医協会まで　ＴＥＬ　075－212－8877

医事紛争事例集－医師が選んだ60事例－
医療安全研修ＤＶＤ　ＰａｒｔⅢ
日常診療における「安心」と「安全」のために
　「医事紛争事例集－医師が選んだ60事例」（2019
年9月発行）に掲載されている60事例すべて網羅！医
療法で定められている医療安全研修をより効率的に
実施可能！書店では手に入らないオリジナル！

広島協会会員価格　7,000円（税込・送料別）
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2
0
2
4
年
2
月
6
日（
火
）、

第
24
期
第
9
回
理
事
会
を
開
催
し

た
。

【
主
な
協
会
会
議
、行
事
等
の
報
告
】

・
第
24
期
第
8
回
理
事
会
の
決
定

事
項
の
確
認
。

・
協
会
行
事
、諸
会
議
討
議
内
容
、

報
告
事
項
の
確
認
。

・
保
団
連
関
係
・
そ
の
他
行
事
へ
の

参
加
報
告
。

・
新
聞
発
行
、共
済
、組
織
現
勢
の

報
告
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
等
に
つ
い
て

・
通
常
国
会
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、保
団
連
国
会
行
動
・
集
会
参
加

の
決
定
、オ
ン
資
義
務
不
存
在
訴

訟
の
進
捗
を
確
認
、傍
聴
参
加
の

決
定
。

・
広
島
市
子
ど
も
医
療
費
補
助
制

度
に
関
す
る
要
請
に
つ
い
て
討

議
、決
定
。

・
歯
科
活
動
報
告
と
今
後
の
行
事

計
画
に
つ
い
て
討
議
、決
定
。

②
経
営
税
務

・
保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

で
の
国
税
局
懇
談
の
準
備
に
つ
い

て
確
認
。

③
広
報
文
化

・
広
島
保
険
医
新
聞
企
画
案
、主
張

テ
ー
マ
に
つ
い
て
討
議
、決
定
。

④
共
済

・
休
保
制
度
給
付
金
請
求
審
査
。

⑤
総
務
・
財
政

・
定
期
総
会
お
よ
び
記
念
講
演
に

関
す
る
討
議
、講
演
依
頼
内
容
を

決
定
。

⑥
行
事
・
会
議
予
定

・
行
事
企
画
日
程
等
の
確
認
。

⑦
保
団
連
等
行
事
予
定

・
各
行
事
の
日
程
、出
席
者
等
を
確

認
。

⑧
そ
の
他

　

自
民
党
裏
金
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
。政
党
は
、公
益
法
人
か
人
格

な
き
社
団
で
、法
人
税
法
で「
収
益

事
業
」を
行
う
と
納
税
義
務
が
あ

り
、利
益
率
が
8
割
に
も
な
る
集

会
は
、興
行
業
に
該
当
し
、法
人
税

3
税
が
課
さ
れ
、消
費
税
も
課
さ
れ

る
。裏
金
は
雑
所
得
で
所
得
税
が
課

さ
れ
る
。更
に
、脱
税
と
認
定
さ
れ

る
と
、延
滞
・
重
加
算
税
な
ど
課
税

期
間
は
7
年
間
と
な
る
。脱
税
で
の

刑
事
罰
も
あ
る
。国
民
は
少
額
で
も

税
務
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。課
税

庁
は
、政
治
家
に
忖
度
す
る
こ
と
な

く
調
査
を
す
べ
き
で
あ
る
。�

（
憲
）

広島県保険医協会
Twitter

＠hokeni_info

木

火6
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上
記
の
「
よ
ろ
ず
法
律 

税
務 

労
務
」
相
談
は
随
時
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
ご
相
談
の
希
望
日

時
に
つ
き
ま
し
て
は
各
助
言
者
の

都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

必
ず
協
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

日
時
の
調
整
に
つ
い
て
は
協
会

で
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

9
24お

知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

「
よ
ろ
ず
法
律 

　税
務 

労
務
」相
談

　ご
利
用
に
つ
い
て

「
よ
ろ
ず
法
律 

　税
務 

労
務
」相
談

　ご
利
用
に
つ
い
て

税理士
☆助言者　松野 和生 税理士（松野和生税理士事務所）

山口県山口市黒川861-19山口県山口市黒川861-19
0 8 3 - 9 7 6 - 8 5 7 70 8 3 - 9 7 6 - 8 5 7 7

編
集
後
記

臨床が楽しくなる咬合治療
－咬合と顎関節をわかりやすく－

講師：小出　馨　先生
　　�日本歯科大学名誉教授
日時：4月7日（日）10：00～11：30
　　�※要事前申込（締切4月3日（水））
ZOOMアプリ（無料）を使用したオンライ
ンセミナーです。
会員の先生方には案内を郵送しています。
参加ご希望の方は、案内に記載している
URL又はQRコードよりお申込みくださ
い。

歯科オンラインセミナー

妊産婦からはじめる親子予防歯科教材案内

　1993年の開院以来、「むし歯と歯周病の予防」をメインとし
た診療システムで、隣接する医院（産科、小児科、婦人科、乳腺
外科、内科）と連携して、「妊娠期からスタートする家族の口腔
の健康と幸せづくり」に取り組んでいる三宅ハロー歯科（岡
山市）の滝川雅之先生。この度、「なぜ、低リスクな妊婦歯科治
療で親子孫の3代が継続来院するファミリー歯科を作れるの

か？」をテーマに妊婦歯科成
功マニュアルを製作されまし
た。ぜひご視聴ください。
価格：49,478円（税込）
※著者特別価格
代金引換、送料・代引手数料
無料
内容：DVD3枚組、レジュメ冊
子、特典DVD・データ付き

ご注文は広島県保険医協会までご連絡ください
（TEL082-262-5424）（お支払いは、（株）医療情報研究所）

【講師】滝川　雅之（たきがわ　まさゆき）
1988年岡山大学歯学部卒業、1992年同大学大学院歯学
研究科修了。歯学部附属病院第二保存科助手。1998年�
医）緑風会三宅ハロー歯科院長（岡山市）就任。「ママと赤
ちゃんの体とお口の健康BOOK」「妊産婦と歯科治療」な
ど、妊婦歯科に関する書籍も多数執筆。

医科
　三　次：3月26日（火）19：00～21：30
　　　　�三次グランドホテル
　呉　　：3月28日（木）19：00～21：30
　　　　�呉阪急ホテル
　福　山：3月30日（土）15：00～17：30
　　　　�県民文化センターふくやま
　広　島：3月31日（日）10：00～12：30
　　　　�ＲＣＣ文化センター
歯科
　広　島：3月22日（金）19：00～21：00
　　　　�ＴＫＰガーデンシティ広島駅前大橋
　福　山：3月23日（土）19：00～21：00
　　　　�県民文化センターふくやま
会員の先生方には案内を郵送しています。参加ご
希望の方は、案内に記載しているURL又はQRコー
ド、またはＦＡＸよりお申込みください。

新点数検討会


